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日
本
一
の
力
持
ち
「
三
ノ
宮
卯
之
助
」

渡
邊

和
照

三
ノ
宮
卯
之
助
は
、
今
か
ら
二
〇
〇
年
以
上
前
の
江
戸
時
代
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

卯
の
年
に
現
在
の
越
谷
市
三
野
宮
に
生
れ
た
日
本
一
の
力
持
ち
で
す
。

か
け
出
し
の
頃
の
卯
之
助
は
三
ノ
宮
橋
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
三
橋
卯
之
助
（
さ

ん
の
は
こ
う
の
す
け
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
卯
之
助
数
え
年
十
九
才
の
時
、
岩
槻
藩
領
の
飛
び
地
、
太
田

袋
（
現
在
の
久
喜
市
太
田
袋
）
の
琴
平
神
社
で
卯
之
助
の
師
匠
と
な
る
長
宮
村
（
現
在
の
さ

い
た
ま
市
岩
槻
区
長
宮
）
出
身
の
肥
田
文
八
な
ど
も
加
わ
っ
て
五
十
貫
目
（
約
二
○
〇
㎏
）

の
力
石
を
奉
納
す
る
た
め
に
持
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

卯
之
助
の
力
石
は
全
国
に
あ
り
、越
谷
市
内
に
は
生
れ
故
郷
の
三
ノ
宮
香
取
神
社
や
越
ヶ

谷
の
久
伊
豆
神
社
に
も
あ
り
ま
す
。

又
、
卯
之
助
グ
ル
ー
プ
が
巡
業
し
た
頃
、
江
戸
浅
草
・
合
力
稲
荷
神
社
、
川
崎
大
師
、
鎌

倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
前
、
長
野
県
下
諏
訪
町
の
諏
訪
大
社
、
兵
庫
県
姫
路
・
魚
吹
八
幡
神
社

な
ど
に
あ
り
、
魚
吹
八
幡
神
社
に
は
、
卯
之
助
の
大
き
な
石
像
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
最
重
量
の
力
石
は
、卯
之
助
の
持
ち
上
げ
た
桶
川
市
の
稲
荷
神
社
に
あ
る
六
一
〇

㎏
の
重
量
で
す
。
お
膝
元
の
越
谷
の
三
ノ
宮
香
取
神
社
の
も
の
は
五
二
〇
㎏
で
し
た
。

最
後
に
越
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し

て
、
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
の
前
庭
中
央
に
「
三
ノ
宮
卯
之
助
頭
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
事
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
並
び
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
今
回
の
投
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
日
本
一
の
力
持
ち
三
ノ
宮
卯
之
助
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

編
集
委
員
会
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

出
典

①
高
島

愼
助
・
高
崎

力
（
二
〇
〇
四
）「<

論
説>

三
之
宮
卯
之
助
の
力
石
（
二
）」

『
四
日
市
大
学
論
集
』
第
十
七
巻
一
号

抜
書

四
五
～
七
六
頁

附
属
二
頁

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
編（
二
〇
二
一
）「
日
本
一
の
力
持
ち

三
ノ
宮
卯
之
助
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会

（
加
藤

幸
一
氏
が
一
～
六
頁
、
八
頁
を
執
筆
）


